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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　車椅子が搭乗できる広さを有する座板を、床面と同レベル高さの水平姿勢と、前端側が

床面と同レベル高さで後端側が床面よりも高位になる前傾姿勢とに変姿自在に床面に支持

せしめると共に、

　前記座板を前記水平姿勢と前傾姿勢とに変姿させる駆動装置と、座板の前部に設けられ

、高さが前傾姿勢時における座板上の車椅子のフットレストの高さ位置よりも低くなるよ

うに設定されていて、座板の前傾姿勢時に座板上の車椅子の前輪に当接して車椅子の前方

への移動を規制するストッパとを設けて、

　座板を前傾姿勢にしたときに座板上の車椅子の前輪がストッパに当接した状態で該車椅

子が前傾姿勢になることにより車椅子のシート部が前側が低く後側が高い前傾姿勢になっ

て座姿勢の使用者の腰の位置を高くなることで使用者の床面での立ち姿勢とシート部での

座姿勢とのあいだの車椅子への乗り降りを支援するようにしたことを特徴とする車椅子の

乗降支援装置。

【請求項２】

　請求項１において、ストッパを座板の上面から出没自在に設けたことを特徴とする車椅

子の乗降支援装置。

【請求項３】

　請求項１または２において、座板の前方に上下動自在な手摺り部材を配設したことを特

徴とする車椅子の乗降支援装置。
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【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 一 項 に お い て 、 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 を 便 器 後 側 の ト イ レ 床 面

に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 車 椅 子 に 乗 り 降 り す る こ と を 支 援 す る た め の 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 の 技 術 分

野 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 車 椅 子 の 使 用 者 が 、 例 え ば ト イ レ を 使 用 す る 場 合 、 車 椅 子 か ら 降 り て 便 器 に 座 り 、 用 を

足 し た 後 は 再 び 車 椅 子 に 乗 る こ と に な る が 、 こ の よ う な 車 椅 子 へ の 乗 り 降 り を 補 助 す る た

め 、 一 般 に 、 車 椅 子 専 用 の ト イ レ に は 、 使 用 者 が 把 持 す る た め の 手 摺 り が 設 け ら れ て い る

。 こ の よ う な 手 摺 り を 利 用 す る 場 合 、 車 椅 子 の 使 用 者 は 、 手 摺 り を 把 持 し て 自 分 自 身 の 体

を 持 ち 上 げ な が ら 車 椅 子 に 乗 り 降 り す る こ と に な る 。 し か し な が ら 、 老 人 等 の 体 力 の な い

使 用 者 の な か に は 独 力 で 自 分 の 体 を 持 ち 上 げ る こ と が で き な い 人 が お り 、 こ の よ う な と き

に は 介 助 者 が 必 要 と な る 。 こ の 場 合 、 介 助 者 は 、 車 椅 子 の 使 用 者 を 抱 き か か え て 車 椅 子 か

ら 立 た せ た り 、 座 ら せ た り す る こ と に な る が 、 こ の 動 作 は 使 用 者 の 殆 ど 全 体 重 が 介 助 者 に

か か る た め 、 介 助 者 に と っ て も 多 大 の 労 力 を 必 要 と し 、 負 担 が 大 き い と い う 問 題 が あ る 。

　 そ こ で 従 来 、 車 椅 子 の 座 席 を 、 平 行 リ ン ク 機 構 に よ り 座 席 の 前 端 部 を 基 点 と し て 傾 斜 可

能 に 構 成 す る と 共 に 、 座 席 を 傾 斜 状 に 押 上 げ る 押 上 げ 動 力 機 を 設 け 、 こ れ に よ り 車 椅 子 へ

の 乗 り 降 り を 支 援 す る よ う に し た 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ ２ ４ ５ ５ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 １ の も の は 、 平 行 リ ン ク 機 構 や 押 上 げ 動 力 機 を 備 え た 特 殊

な 車 椅 子 で あ っ て 、 こ の 様 な 特 殊 な 車 椅 子 を 新 た に 用 意 す る こ と は 、 汎 用 の 車 椅 子 を 既 に

所 有 し て い る 個 人 に と っ て も 養 老 施 設 や 病 院 等 に と っ て も 、 コ ス ト 的 に 大 き な 負 担 に な る

と い う 問 題 が あ り 、 こ こ に 本 発 明 の 解 決 す べ き 課 題 が あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 の 如 き 実 情 に 鑑 み こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し て 創 作 さ れ た

も の で あ っ て 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 　 車 椅 子 が 搭 乗 で き る 広 さ を 有 す る 座 板 を 、 床 面 と 同

レ ベ ル 高 さ の 水 平 姿 勢 と 、 前 端 側 が 床 面 と 同 レ ベ ル 高 さ で 後 端 側 が 床 面 よ り も 高 位 に な る

前 傾 姿 勢 と に 変 姿 自 在 に 床 面 に 支 持 せ し め る と 共 に 、

　 前 記 座 板 を 前 記 水 平 姿 勢 と 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 さ せ る 駆 動 装 置 と 、 座 板 の 前 部 に 設 け ら れ

、 高 さ が 前 傾 姿 勢 時 に お け る 座 板 上 の 車 椅 子 の フ ッ ト レ ス ト の 高 さ 位 置 よ り も 低 く な る よ

う に 設 定 さ れ て い て 、 座 板 の 前 傾 姿 勢 時 に 座 板 上 の 車 椅 子 の 前 輪 に 当 接 し て 車 椅 子 の 前 方

へ の 移 動 を 規 制 す る ス ト ッ パ と を 設 け て 、

　 座 板 を 前 傾 姿 勢 に し た と き に 座 板 上 の 車 椅 子 の 前 輪 が ス ト ッ パ に 当 接 し た 状 態 で 該 車 椅

子 が 前 傾 姿 勢 に な る こ と に よ り 車 椅 子 の シ ー ト 部 が 前 側 が 低 く 後 側 が 高 い 前 傾 姿 勢 に な っ

て 座 姿 勢 の 使 用 者 の 腰 の 位 置 を 高 く な る こ と で 使 用 者 の 床 面 で の 立 ち 姿 勢 と シ ー ト 部 で の

座 姿 勢 と の あ い だ の 車 椅 子 へ の 乗 り 降 り を 支 援 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 車 椅 子 の

乗 降 支 援 装 置 で あ る 。

　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 ス ト ッ パ を 座 板 の 上 面 か ら 出 没 自 在 に 設 け た こ

と を 特 徴 と す る 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 で あ る 。
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　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 座 板 の 前 方 に 上 下 動 自 在 な 手 摺 り 部 材

を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 で あ る 。

　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か 一 項 に お い て 、 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 を 便

器 後 側 の ト イ レ 床 面 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 車 椅 子 の 乗 降 支 援 装 置 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 １ の 発 明 と す る こ と に よ り 、 水 平 姿 勢 の 座 板 に 車 椅 子 を 搭 乗 さ せ 、 し か る 後 に 座

板 を 前 傾 姿 勢 に 変 姿 さ せ る こ と で 、 該 座 板 の 変 姿 と 共 に 車 椅 子 も 前 傾 姿 勢 に な っ て 、 車 椅

子 に 乗 り 降 り し 易 く な る 。 し か も 、 こ の 乗 降 支 援 装 置 は 、 車 椅 子 自 体 に 設 け る も の で は な

く 、 種 々 の 車 椅 子 に 利 用 す る こ と が で き る も の で あ る か ら 、 汎 用 性 、 コ ス ト 的 に 優 れ る 。

し か も 前 輪 が ス ト ッ パ に 当 接 す る 前 に フ ッ ト レ ス ト が ス ト ッ パ に 当 た る こ と な く 、 而 し て

、 ス ト ッ パ に 前 輪 が 確 実 に 当 接 し て 車 椅 子 の 前 方 へ の 移 動 を 規 制 で き る と 共 に 、 前 輪 が ス

ト ッ パ に 当 接 し て い る 状 態 で フ ッ ト レ ス ト が ス ト ッ パ の 前 方 に 位 置 す る こ と に な っ て 、 ス

ト ッ パ が 車 椅 子 に 乗 り 降 り す る 使 用 者 の 足 元 を 邪 魔 し て し ま う こ と を 回 避 で き る 。

　 請 求 項 ２ の 発 明 と す る こ と に よ り 、 座 板 の 水 平 姿 勢 時 に お い て 、 ス ト ッ パ が 介 助 者 等 の

足 元 の 邪 魔 に な っ て し ま う こ と を 回 避 で き る 。

　 請 求 項 ３ の 発 明 と す る こ と に よ り 、 手 摺 り 部 材 に 上 肢 を 掛 け た 安 定 状 態 で 車 椅 子 に 乗 降

で き る と 共 に 、 手 摺 り 部 材 を 上 下 動 さ せ る こ と で 、 車 椅 子 へ の 乗 降 が さ ら に 容 易 に な る 。

　 請 求 項 ４ の 発 明 と す る こ と に よ り 、 車 椅 子 の 使 用 者 が ト イ レ を 使 用 す る 際 に 、 車 椅 子 へ

の 乗 り 降 り を 支 援 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 図 １ 】 ト イ レ の 室 内 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 水 平 姿 勢 時 、 前 傾 姿 勢 時 の 乗 降 支 援 装 置 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は ト イ レ 用 介 助 装 置 の 一 部 切 欠 き 平 面 図 、 一 部 切 欠 き 側 面 図 で あ

る 。

【 図 ４ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 閉 姿 勢 時 、 開 姿 勢 時 の 便 器 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 閉 姿 勢 時 、 開 姿 勢 時 の 便 器 の 背 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 乗 降 支 援 装 置 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 、 便 器 の 使 用 手 順 を 示 す 図

で あ る 。

【 図 １ ３ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 第 二 の 実 施 の 形 態 に お け る 水 平 姿 勢 時 、 前 傾 姿 勢 時 の 乗 降 支

援 装 置 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 １ ２ に お い て

、 １ は 車 椅 子 ２ へ の 乗 降 を 支 援 す る た め の 乗 降 支 援 装 置 、 ３ は ト イ レ の 使 用 を 介 助 す る た

め の ト イ レ 用 介 助 装 置 で あ っ て 、 こ れ ら 乗 降 支 援 装 置 １ 及 び ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ は 、 共 に

ト イ レ に 設 置 さ れ て い る 。 尚 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 便 宜 上 、 便 器 ４ の 奥 側 を 前 側 と し 、

便 器 ４ の 手 前 側 を 後 側 と す る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 車 椅 子 ２ の 使 用 者 が ト イ レ を 使

用 す る 設 定 に な っ て い る が 、 車 椅 子 ２ の 使 用 者 、 つ ま り ト イ レ の 使 用 者 を 単 に 使 用 者 と 称

し 、 ま た 、 該 使 用 者 を 介 助 す る 人 を 介 助 者 と 称 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 前 記 車 椅 子 ２ の 構 造 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る と 、 本 実 施 の 形 態 に 用 い ら れ る 車

椅 子 ２ は 汎 用 の も の で あ っ て 、 骨 組 と な る 車 体 フ レ ー ム ５ に 、 使 用 者 が 座 す る シ ー ト 部 ６
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及 び 背 凭 れ 部 ７ が 取 付 け ら れ て い る と 共 に 、 左 右 一 対 の 前 輪 ８ 及 び 後 輪 ９ が 回 転 自 在 に 軸

承 さ れ て い る 。 さ ら に 車 椅 子 ２ に は 、 介 助 者 が 把 持 す る ハ ン ド ル １ ０ 、 車 椅 子 ２ の 使 用 者

が 足 を 掛 け る フ ッ ト レ ス ト １ １ 、 後 輪 ９ の 回 転 を 規 制 す る ブ レ ー キ １ ２ 等 が 具 備 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 一 方 、 前 記 乗 降 支 援 装 置 １ は 、 使 用 者 の 車 椅 子 ２ へ の 乗 降 を 支 援 す る た め の 装 置 で あ る

が 、 該 乗 降 支 援 装 置 １ は 、 後 述 す る 座 板 １ ３ 、 第 一 エ ア シ リ ン ダ （ 本 発 明 の 駆 動 装 置 に 相

当 す る ） １ ４ 等 の 部 材 を 用 い て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 記 座 板 １ ３ は 、 車 椅 子 ２ が 搭 乗 で き る 広 さ を 有 す る 矩 形 状 の も の で あ っ て 、 該 座 板 １

３ の 前 端 部 は 、 便 器 ４ の 後 側 （ 手 前 側 ） の ト イ レ 床 面 １ ５ に 形 成 さ れ た 凹 部 １ ６ の 前 端 部

に 、 支 軸 １ ７ を 介 し て 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 座 板 １ ３ は 、 上 記 支 軸 １ ７ を 軸

と し て 上 下 揺 動 す る こ と に よ り 、 そ の 上 面 が ト イ レ の 床 面 １ ５ と 同 レ ベ ル 高 さ に な る （ 座

板 １ ３ の 上 面 と 床 面 １ ５ と が 面 一 状 に な る ） 水 平 姿 勢 と 、 前 端 側 が 床 面 １ ５ と 同 レ ベ ル 高

さ で 後 端 側 が 床 面 １ ５ よ り も 高 位 に な る 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ こ で 、 前 記 凹 部 １ ６ は 、 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ と の 間 に 殆 ど 間 隙 を 生 じ な い よ う 座 板 １

３ と 同 形 状 の 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 凹 部 １ ６ の 深 さ は 座 板 １ ３ の 板 厚 と 略 同 寸

法 に 設 計 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ は 、 そ の 下 面 が 凹 部 １ ６ の 底 面 １

６ ａ に 当 接 支 持 さ れ る 状 態 で 、 上 面 が ト イ レ の 床 面 １ ５ と 面 一 状 に な る よ う に 構 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 さ ら に 、 前 記 凹 部 １ ６ の 底 面 １ ６ ａ に は 、 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ が 収 納 さ れ る 凹 状 の 収

納 部 １ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 上 記 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 左 右 一 対

設 け ら れ て い て 、 シ リ ン ダ 筒 １ ４ ａ の 基 端 部 が 収 納 部 １ ６ ｂ の 底 部 に 支 持 さ れ 、 ま た 、 ピ

ス ト ン ロ ッ ド １ ４ ｂ の 先 端 部 が 座 板 １ ３ の 下 面 後 部 に ブ ラ ケ ッ ト １ ８ を 介 し て 支 持 さ れ て

い る 。 そ し て 、 こ の 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の 伸 縮 作 動 に よ っ て 、 座 板 １ ３ を 前 述 し た 水 平

姿 勢 と 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 前 記 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の 伸 縮 作 動 は 、 後 述 す る 遠 隔 操 作 器 １ ９ に 配 置 さ れ た 座 板 用

ス イ ッ チ １ ９ ａ の 「 Ｏ Ｎ 」 、 「 Ｏ Ｆ Ｆ 」 切 換 え 操 作 に 基 づ い て 行 な わ れ る よ う に 構 成 さ れ

て い る 。 つ ま り 、 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ を 前 傾 姿 勢 に す る 場 合 に は 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ

を 「 Ｏ Ｎ 」 側 に 切 り 換 え る こ と に よ り 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ が 伸 長 し 、 こ れ に よ り 座 板 １

３ の 後 部 側 が 上 動 し て 前 傾 姿 勢 に 変 姿 す る 一 方 、 前 傾 姿 勢 の 座 板 １ ３ を 水 平 姿 勢 に す る 場

合 に は 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ を 「 Ｏ Ｆ Ｆ 」 側 に 切 り 換 え る こ と に よ り 第 一 エ ア シ リ ン ダ

１ ４ が 縮 小 し 、 こ れ に よ り 座 板 １ ３ の 後 部 側 が 下 動 し て 水 平 姿 勢 に 変 姿 す る よ う に な っ て

い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 前 記 座 板 １ ３ の 前 端 部 に は 、 座 板 １ ３ に 搭 乗 し た 車 椅 子 ２ の 前 輪 ８ に 当 接 す る こ

と で 座 板 １ ３ の 前 傾 姿 勢 時 に 車 椅 子 ２ の 前 方 へ の 移 動 を 規 制 す る た め の ス ト ッ パ ２ ０ が 固

設 さ れ て い る 。 該 ス ト ッ パ ２ ０ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 座 板 １ ３ の 左 右 方 向 略 全 長 に 亘 る

状 態 で 座 板 １ ３ の 上 面 か ら 上 方 に 向 け て 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る が 、 該 ス ト ッ パ ２

０ の 高 さ は 、 座 板 １ ３ 上 の 車 椅 子 ２ の フ ッ ト レ ス ト １ １ の 高 さ 位 置 よ り も 低 く な る よ う に

設 定 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 前 輪 ８ が ス ト ッ パ ２ ０ に 当 接 す る 前 に フ ッ ト レ ス ト １ １ が

ス ト ッ パ ２ ０ に 当 ら な い よ う に な っ て い る と 共 に 、 前 輪 ８ が ス ト ッ パ ２ ０ に 当 接 し て い る

状 態 で フ ッ ト レ ス ト １ １ が ス ト ッ パ ２ ０ の 前 方 に 位 置 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 そ し て 、 使 用 者 が 車 椅 子 ２ か ら 降 り る 場 合 に は 、 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ 上 に 車 椅 子 ２ を 搭

乗 さ せ 、 し か る 後 に 座 板 １ ３ を 前 傾 姿 勢 に 変 姿 さ せ る と 、 該 座 板 １ ３ の 変 姿 と 共 に 車 椅 子

２ が 前 傾 姿 勢 に な っ て 、 使 用 者 が 座 し て い る シ ー ト 部 ６ も 前 側 が 低 く 後 側 が 高 い 前 傾 姿 勢
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に な る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 の 腰 の 位 置 が 高 く な っ て 、 車 椅 子 ２ か ら の 降 車 が 容 易 に な る

。 ま た 、 使 用 者 が 車 椅 子 ２ に 乗 る 場 合 に は 、 空 の 車 椅 子 ２ を 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ 上 に 搭 乗

さ せ て か ら 座 板 １ ３ を 前 傾 姿 勢 に 変 姿 さ せ る と 、 該 座 板 １ ３ の 変 姿 と 共 に 車 椅 子 ２ も 前 傾

姿 勢 に な り 、 こ れ に よ り 、 車 椅 子 ２ の シ ー ト 部 ６ も 前 側 が 低 く 後 側 が 高 い 前 傾 姿 勢 に な っ

て 、 車 椅 子 ２ へ の 乗 車 が 容 易 に な る 。 尚 、 後 述 す る よ う に 、 車 椅 子 ２ に 乗 降 す る 際 に 使 用

者 が 上 肢 を 掛 け や す い 位 置 に 手 摺 り 部 ３ ４ が 配 置 さ れ て い て 、 該 手 摺 り 部 ３ ４ に 上 肢 を 凭

せ か け な が ら 車 椅 子 ２ に 乗 降 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 一 方 、 前 記 ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ は 、 使 用 者 の ト イ レ の 使 用 を 介 助 す る た め の 装 置 で あ る

が 、 該 ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ 、 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２

２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ 、 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ 等 の 部 材 を 用 い て 構 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 前 記 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ は 、 便 器 ４ の 前 後 方 向 に 延 び る 断 面 凹 溝 形 状 の

も の で あ っ て 、 便 器 ４ の 左 右 側 方 に 配 さ れ て い る 。 こ の 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １

Ｒ の 溝 内 に は 、 前 後 方 向 に 長 尺 で 、 且 つ 、 外 周 面 に 螺 子 溝 が 刻 設 さ れ た 左 右 の 駆 動 螺 子 ２

６ Ｌ 、 ２ ６ Ｒ が 、 軸 芯 回 り 方 向 に 回 転 自 在 な 状 態 で 支 持 さ れ て い る 。 該 左 右 の 駆 動 螺 子 ２

６ Ｌ 、 ２ ６ Ｒ の 前 端 部 は 、 左 右 の 傘 歯 ギ ア ２ ７ Ｌ 、 ２ ７ Ｒ を 介 し て モ ー タ ２ ８ の 出 力 軸 ２

８ ａ に 連 結 さ れ て お り 、 而 し て 、 モ ー タ ２ ８ の 正 逆 駆 動 に 伴 い 左 右 の 駆 動 螺 子 ２ ６ Ｌ 、 ２

６ Ｒ が 軸 芯 回 り 方 向 に 正 逆 回 転 す る 構 成 に な っ て い る 。 尚 、 前 記 モ ー タ ２ ８ は 便 器 ４ の 前

方 に 配 さ れ て い る 。 ま た 、 モ ー タ ２ ８ 、 モ ー タ ２ ８ の 出 力 軸 ２ ８ ａ 、 お よ び 傘 歯 ギ ア ２ ７

Ｌ 、 ２ ７ Ｒ は 、 カ バ ー ２ ９ に よ っ て 覆 蓋 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 さ ら に 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ の 溝 内 に は 、 前 記 左 右 の 駆 動 螺 子 ２ ６ Ｌ 、

２ ６ Ｒ の 外 周 面 の 螺 子 溝 に 螺 合 す る 左 右 の ス ラ イ ダ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ が 、 前 後 方 向 に は 移

動 自 在 で 、 且 つ 、 左 右 方 向 及 び 上 下 方 向 に は 移 動 規 制 さ れ た 状 態 で 嵌 合 さ れ て い る 。 該 左

右 の ス ラ イ ダ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ の 上 部 に は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ の 溝 上 方

に 突 出 す る 連 結 杆 ３ １ を 介 し て 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ が 一 体 的 に 連 結 さ れ て い

る 。 而 し て 、 モ ー タ ２ ８ の 正 逆 駆 動 に 伴 い 左 右 の 駆 動 螺 子 ２ ６ Ｌ 、 ２ ６ Ｒ が 軸 芯 回 り 方 向

に 正 逆 回 転 し た と き に 、 こ れ に 伴 い 左 右 の ス ラ イ ダ ー ３ ０ Ｌ 、 ３ ０ Ｒ が 左 右 の ガ イ ド レ ー

ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ の 溝 内 を 前 後 方 向 に 移 動 し 、 こ れ と 一 体 的 に 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、

２ ２ Ｒ が 前 後 移 動 す る 構 成 に な っ て い る 。 尚 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 モ ー タ ２ ８ が 正 回 転 す

る こ と に よ り 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ が 前 方 に 移 動 し 、 ま た 、 モ ー タ ２ ８ が 逆 回

転 す る こ と に よ り 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ が 後 方 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い

る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 前 記 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ は 、 左 右 の ガ イ ド レ ー ル ２ １ Ｌ 、 ２ １ Ｒ の 上 方 に

配 さ れ て お り 、 前 述 し た よ う に 、 モ ー タ ２ ８ の 正 逆 駆 動 に 伴 い 前 後 移 動 す る 構 成 に な っ て

い る が 、 該 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ に は 、 便 器 ４ に 対 向 す る 側 の 面 に 、 使 用 者 が

足 を 載 せ る た め の 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ が 固 定 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 該 左 右

の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ は 、 前 記 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の 前 後 移 動 と 一 体 的 に 、 便

器 ４ の 左 右 側 方 に お い て 後 述 す る 後 方 位 置 と 前 方 位 置 と の 間 を 前 後 移 動 す る 構 成 に な っ て

い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 さ ら に 、 前 記 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の 上 面 部 に は 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３

２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ が 支 持 さ れ て お り 、 該 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ を 介 し て 、 左

右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ 間 に 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 上 下 動 自 在 に 支 架 さ れ て い る 。 該 手

摺 り 部 材 ２ ３ は 、 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ に そ れ ぞ れ 支 持 さ れ る 四 角 枠 形

状 の 左 右 の 支 持 フ レ ー ム ３ ３ Ｌ 、 ３ ３ Ｒ と 、 該 左 右 の 支 持 フ レ ー ム ３ ３ Ｌ 、 ３ ３ Ｒ を 構 成

す る 前 側 フ レ ー ム ３ ３ Ｌ ａ 、 ３ ３ Ｒ ａ 間 に 支 架 さ れ 、 使 用 者 の 上 肢 を 支 持 す る 手 摺 り 部 ３
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４ と 、 該 手 摺 り 部 ３ ４ の 下 方 に お い て 前 側 フ レ ー ム ３ ３ Ｌ ａ 、 ３ ３ Ｒ ａ 間 に 支 架 さ れ 、 使

用 者 の 腹 部 を 支 持 す る 腹 部 支 持 部 ３ ５ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 該 手 摺 り 部 材 ２ ３ は 、 前

記 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の 前 後 移 動 と 一 体 的 に 、 後 述 す る 後 方 位 置 と 前 方 位 置

と の 間 を 前 後 移 動 す る 一 方 、 後 方 位 置 、 前 方 位 置 の 各 位 置 に お い て 、 前 記 左 右 の 第 二 エ ア

シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 伸 縮 作 動 に 基 づ き 、 後 述 す る 上 側 位 置 と 下 側 位 置 と の 間 を 上 下

移 動 す る 構 成 に な っ て い る 。 尚 、 前 記 手 摺 り 部 ３ ４ に は 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 が 巻 装 さ れ て お

り 、 ま た 、 腹 部 支 持 部 ３ ５ は ク ッ シ ョ ン 部 材 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 こ こ で 、 前 記 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ は 、 共 に 可 動 ベ ー ス

２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ の 前 後 移 動 と 一 体 的 に 前 後 移 動 す る も の で あ り 、 而 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３

と 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ と は 同 期 し て 前 後 移 動 す る よ う に な っ て い る が 、 こ れ ら

手 摺 り 部 材 ２ ３ と 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ の 前 後 移 動 、 お よ び 手 摺 り 部 材 ２ ３ の 上

下 移 動 は 、 遠 隔 操 作 器 １ ９ の 操 作 に 基 づ い て 行 な わ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 該 遠 隔 操

作 器 １ ９ は 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ の 上 部 に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る

と 共 に 、 前 記 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ 、 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ 、 モ ー タ ２

８ 、 お よ び 後 述 す る 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 各 駆 動 機 構 部 （ 図 示 せ ず ）

に 制 御 信 号 を 発 信 す る 発 信 器 （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。 さ ら に 、 遠 隔 操 作 器 １ ９ に は 、

前 述 し た 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ や 、 音 声 を 受 信 す る マ イ ク １ ９ ｂ が 設 け ら れ て い る と 共 に

、 こ れ ら 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ の 操 作 や マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 し た 音 声 に 基 づ い て 発 信 器 に

発 信 指 令 を 出 力 す る 制 御 部 １ ９ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の 伸

縮 作 動 は 、 前 述 し た よ う に 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ の 「 Ｏ Ｎ 」 、 「 Ｏ Ｆ Ｆ 」 切 換 え 操 作 に

基 づ い て 行 な わ れ る よ う に な っ て い る が 、 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 伸 縮

作 動 、 モ ー タ ２ ８ の 正 逆 駆 動 、 お よ び 後 述 す る 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の

伸 縮 作 動 は 、 マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 し た 音 声 に 基 づ い て 行 な わ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

つ ま り 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ が 後 方 位 置 に 位 置 し て い る

と き に 、 「 前 進 」 の 音 声 を マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 す る こ と に よ り モ ー タ ２ ８ が 正 回 転 し 、 こ

れ に 伴 い 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ が 前 方 に 移 動 す る こ と で 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び

左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ が 前 方 位 置 ま で 移 動 す る 一 方 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右

の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ が 前 方 位 置 に 位 置 し て い る と き に は 、 「 後 進 」 の 音 声 を 受 信 す

る こ と に よ り モ ー タ ２ ８ が 逆 回 転 し 、 こ れ に 伴 い 左 右 の 可 動 ベ ー ス ２ ２ Ｌ 、 ２ ２ Ｒ が 後 方

に 移 動 す る こ と で 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ が 後 方 位 置 ま で 移

動 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 下 側 位 置 に 位 置 し て い る と き に は 、 「

上 」 の 音 声 を マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 す る こ と に よ り 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ

が 伸 長 し 、 こ れ に よ り 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 上 側 位 置 ま で 上 動 す る 一 方 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 上

側 位 置 に 位 置 し て い る と き に は 、 「 下 」 の 音 声 を 受 信 す る こ と に よ り 左 右 の 第 二 エ ア シ リ

ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ が 縮 小 し 、 こ れ に よ り 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 下 側 位 置 ま で 下 動 す る よ う に

な っ て い る 。 尚 、 前 記 遠 隔 操 作 器 １ ９ に 設 け ら れ る 制 御 部 １ ９ ｃ は 、 モ ー タ ２ ８ の 正 逆 駆

動 中 、 つ ま り 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ の 前 後 移 動 中 に は 、

「 上 」 、 「 下 」 の 音 声 を 受 信 し て も 発 信 器 に 発 信 指 令 を 出 力 し な い よ う に 設 定 さ れ て お り

、 こ れ に よ り 手 摺 り 部 材 ２ ３ の 上 下 移 動 は 、 前 方 位 置 お よ び 後 方 位 置 で の み 行 な わ れ る よ

う に な っ て い る 。 さ ら に 、 「 ス ト ッ プ 」 の 音 声 を マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 し た 場 合 に は 、 モ ー

タ ２ ８ の 回 転 、 お よ び 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ の 伸 縮 作 動 を 停 止 さ せ る 制

御 信 号 が 出 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 し た 音 声 に 基 づ い て 行

な わ れ る 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 伸 縮 作 動 に つ い て は 、 後 述 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 、 前 記 手 摺 り 部 材 ２ ３ は 、 後 方 位 置 の と き に は 、 便 器 ４ の 後 側 （ 手 前 側 ） で 、 且

つ 、 前 記 乗 降 支 援 装 置 １ を 構 成 す る 座 板 １ ３ の 前 方 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 さ

ら に 、 該 後 方 位 置 に お い て 手 摺 り 部 材 ２ ３ が 下 側 位 置 の と き に は 、 前 記 乗 降 支 援 装 置 １ を

使 用 し て 車 椅 子 ２ か ら 降 り た 中 腰 姿 勢 の 使 用 者 が 手 摺 り 部 ３ ４ に 上 肢 を 凭 せ か け や す い 位

置 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 該 下 側 位 置 の 手 摺 り 部 ３ ４ に 使 用 者 が 上 肢 を 凭
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せ か け た 状 態 で 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 上 側 位 置 ま で 上 動 さ せ る こ と で 、 使 用 者 を 容 易 に 立 上 が

ら せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る と 共 に 、 立 上 が っ た 使 用 者 の 体 を 、 上 側 位 置 の 手 摺

り 部 材 ２ ３ の 手 摺 り 部 ３ ４ お よ び 腹 部 支 持 部 ３ ５ に よ っ て 支 持 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 一 方 、 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ は 、 後 方 位 置 の と き に は 、 前 記 上 側 位 置 の 手 摺 り

部 材 ２ ３ に 支 持 さ れ た 使 用 者 が 足 を 載 せ や す い 位 置 に 位 置 し て い る 。 そ し て 、 該 左 右 の 足

載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ に 足 を 載 せ 、 し か る 後 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２

４ Ｒ を 前 方 位 置 ま で 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 使 用 者 を 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 体 が 支 持 さ れ

た ま ま の 安 定 姿 勢 で 所 定 の 着 座 位 置 ま で 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 さ ら に 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ を 前 方 位 置 ま で 移 動 さ せ た 後 、

該 前 方 位 置 で 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 下 側 位 置 ま で 下 動 さ せ る こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 手 摺 り 部

材 ２ ３ に 体 が 支 持 さ れ た ま ま の 安 定 姿 勢 で 容 易 に 便 器 ４ に 座 る こ と が で き る よ う に な っ て

い る と 共 に 、 該 安 定 姿 勢 で 用 を 足 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 さ ら に 、 使 用 者 が 用 を 足 し た 後 は 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 上 側 位 置 ま で 上 動 さ せ る こ と に よ

り 、 使 用 者 は 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 体 が 支 持 さ れ た ま ま の 安 定 姿 勢 で 、 容 易 に 便 器 ４ か ら 立 上

が る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２

４ Ｒ を 後 方 位 置 ま で 移 動 さ せ 、 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ か ら 足 を 降 ろ し た 後 に 、 手 摺 り 部

材 ２ ３ を 下 側 位 置 ま で 下 動 さ せ る こ と で 、 使 用 者 は 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 体 が 支 持 さ れ た ま ま

の 安 定 姿 勢 で 中 腰 姿 勢 に な り 、 こ れ に よ り 、 介 助 者 が 使 用 者 の 腰 を 少 し 支 え る だ け で 、 前

述 し た 前 傾 姿 勢 の 車 椅 子 ２ に 座 ら せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 一 方 、 前 記 便 器 ４ は 、 便 器 本 体 ３ ９ と 、 該 便 器 本 体 ３ ９ の 上 部 に 装 着 さ れ る 便 座 ４ ０ と

を 用 い て 構 成 さ れ て い る が 、 便 器 本 体 ３ ９ の 外 形 は 、 前 面 部 ３ ９ ａ 、 後 面 部 ３ ９ ｂ 、 左 面

部 ３ ９ ｃ 、 右 面 部 ３ ９ ｄ に よ り 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 便 座 ４ ０ は 、 左 右 一 対

の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ に 二 分 割 さ れ て い る 。 こ れ ら 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ は

、 左 右 対 称 形 状 を し て お り 、 座 面 と な る 上 面 部 ４ ０ Ｌ ａ 、 ４ ０ Ｒ ａ と 、 該 上 面 部 ４ ０ Ｌ ａ

、 ４ ０ Ｒ ａ の 左 右 外 方 側 縁 部 か ら 垂 下 さ れ る 左 右 の 側 面 部 ４ ０ Ｌ ｂ 、 ４ ０ Ｒ ｂ と を 備 え て

い る と 共 に 、 上 面 部 ４ ０ Ｌ ａ 、 ４ ０ Ｒ ａ の 前 端 部 は 、 左 右 の ピ ン 軸 ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 介 し

て 便 器 本 体 ３ ９ の 前 面 部 ３ ９ ａ の 上 面 に 左 右 方 向 揺 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 さ ら に 、 ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ は 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ で あ っ て 、 こ れ ら 左 右 の 第 三 エ ア シ

リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ は 、 基 端 側 が 便 器 本 体 ３ ９ の 後 面 部 ３ ９ ｂ に ブ ラ ケ ッ ト ４ ３ を 介 し

て 支 持 さ れ る 一 方 、 先 端 側 が 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ の 側 面 部 ４ ０ Ｌ ｂ 、 ４ ０ Ｒ ｂ

の 後 端 部 に 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ を 伸

縮 さ せ る こ と に よ っ て 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ が ピ ン 軸 ４ １ Ｌ 、 ４ １ Ｒ を 軸 と し て

左 右 方 向 に 揺 動 し 、 こ れ に よ っ て 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ は 、 上 面 部 ４ ０ Ｌ ａ 、 ４

０ Ｒ ａ の 後 端 側 同 士 が 当 接 す る 閉 姿 勢 と 、 上 面 部 ４ ０ Ｌ ａ 、 ４ ０ Ｒ ａ の 後 端 側 同 士 が 離 間

す る 開 姿 勢 と に 変 姿 す る 構 成 に な っ て い る 。 そ し て 、 使 用 者 が 便 座 ４ ０ に 着 座 し た 状 態 で

左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ を 閉 姿 勢 か ら 開 姿 勢 に 変 姿 さ せ る こ と に よ っ て 、 使 用 者 の

お 尻 を 自 然 に 広 げ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 前 記 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ の 閉 姿 勢 と 開 姿 勢 と の 変 姿 は 、 前 述 し た 遠 隔 操 作 器

１ ９ の 操 作 に 基 づ い て 行 な わ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ

、 ４ ０ Ｒ が 閉 姿 勢 の と き に 、 「 開 」 の 音 声 を マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 す る こ と に よ り 左 右 の 第

三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ が 伸 長 し 、 こ れ に 伴 い 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ が 開

姿 勢 に 変 姿 す る 一 方 、 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ が 閉 姿 勢 の と き に 、 「 閉 」 の 音 声 を

マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 す る こ と に よ り 左 右 の 第 三 エ ア シ リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ が 縮 小 し 、 こ

れ に 伴 い 左 右 の 分 割 便 座 ４ ０ Ｌ 、 ４ ０ Ｒ が 閉 姿 勢 に 変 姿 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 「 ス
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ト ッ プ 」 の 音 声 を マ イ ク １ ９ ｂ が 受 信 し た 場 合 に は 、 制 御 部 １ ９ ｃ か ら 左 右 の 第 三 エ ア シ

リ ン ダ ４ ２ Ｌ 、 ４ ２ Ｒ の 伸 縮 作 動 を 停 止 さ せ る 制 御 信 号 が 出 力 さ れ る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 い で 、 前 記 乗 降 支 援 装 置 １ 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ 、 便 器 ４ の 使 用 手 順 に つ い て 説 明 す

る 。 ま ず 、 ト イ レ を 使 用 す る 前 は 、 座 板 １ ３ は 水 平 姿 勢 に 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ は 後 方 位 置 で

且 つ 下 側 位 置 に 、 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ は 後 方 位 置 に 、 便 座 ４ ０ は 閉 姿 勢 に し て

お く 。 そ し て 、 ト イ レ を 使 用 す る 場 合 に は 、 ま ず 、 ト イ レ 床 面 １ ５ を 走 行 さ せ て 水 平 姿 勢

の 座 板 １ ３ 上 に 車 椅 子 ２ を 載 せ 、 該 車 椅 子 ２ の 前 輪 ８ を ス ト ッ パ ２ ０ に 当 接 さ せ た 状 態 で

、 車 椅 子 ２ の ブ レ ー キ １ ２ を か け る （ 図 ６ 参 照 ） 。 し か る 後 、 介 助 者 が 遠 隔 操 作 器 １ ９ の

座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ を 「 Ｏ Ｎ 」 側 に 切 り 換 え る 。 こ れ に よ り 、 座 板 １ ３ が 前 傾 姿 勢 に 変

姿 す る と 共 に 、 該 座 板 １ ３ の 変 姿 に よ り 車 椅 子 ２ も 前 傾 姿 勢 に な っ て 、 車 椅 子 ２ に 座 し て

い る 使 用 者 も 腰 の 位 置 が 高 い 前 傾 姿 勢 に な る （ 図 ７ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 次 い で 、 使 用 者 の 足 を 車 椅 子 ２ の フ ッ ト レ ス ト １ １ か ら ト イ レ 床 面 １ ５ に 降 ろ し 、 さ ら

に 介 助 者 が 使 用 者 の 腰 を 後 側 か ら 少 し 持 ち 上 げ て 車 椅 子 ２ か ら 降 ろ し な が ら 、 使 用 者 の 上

肢 を 、 後 方 位 置 で 且 つ 下 側 位 置 に 位 置 し て い る 手 摺 り 部 材 ２ ３ の 手 摺 り 部 ３ ４ に 凭 せ か け

る （ 図 ８ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 上 」 と 発 声 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 上 側 位 置 ま で 上 動 さ せ る 。 こ れ

に よ り 使 用 者 が 立 上 る と 共 に 、 立 上 が っ た 使 用 者 の 体 は 、 上 側 位 置 の 手 摺 り 部 材 ２ ３ の 手

摺 り 部 ３ ４ お よ び 腹 部 支 持 部 ３ ５ に よ っ て 支 持 さ れ る 。 し か る 後 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ

を 「 Ｏ Ｆ Ｆ 」 側 に 切 換 え て 座 板 １ ３ を 水 平 姿 勢 に 変 姿 さ せ 、 車 椅 子 ２ を 座 板 １ ３ 上 か ら 退

か す 。 さ ら に 介 助 者 は 、 前 記 立 上 が っ た 使 用 者 の ズ ボ ン や 下 着 を 脱 が し て 、 足 か ら 抜 く （

図 ９ 参 照 ） 。 そ し て 、 使 用 者 の 足 を 、 後 方 位 置 に 位 置 し て い る 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２

４ Ｒ に 載 せ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 前 進 」 と 発 声 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、

２ ４ Ｒ を 前 方 位 置 ま で 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 使 用 者 は 所 定 の 着 座 位 置 ま で 移 動 す る 。 こ

の と き 、 使 用 者 は 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 体 が 支 持 さ れ た 安 定 状 態 で 移 動 す る と 共 に 、 便 座 ４ ０

は 閉 姿 勢 に な っ て い る た め 、 使 用 者 の 着 座 位 置 ま で の 移 動 は 妨 げ ら れ な い （ 図 １ ０ 参 照 ）

。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 下 」 と 発 声 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 下 側 位 置 ま で 下 動 さ せ る 。 こ れ

に よ り 使 用 者 は 、 体 が 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 支 持 さ れ た 安 定 姿 勢 で 便 座 ４ ０ に 着 座 す る （ 図 １

１ 、 図 １ ２ （ Ａ ） 参 照 ） 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 開 」 と 発 声 し て 、 便 座 ４ ０ を 開 姿 勢 に 変 姿 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 便

座 ４ ０ に 着 座 し た 使 用 者 の お 尻 が 自 然 に 広 が り 、 こ の 状 態 で 、 使 用 者 は 用 を 足 す （ 図 １ ２

（ Ｂ ） 参 照 ） 。 使 用 者 が 用 を 足 し た 後 は 、 介 助 者 が 必 要 に 応 じ て 後 始 末 を 行 な う 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 上 」 と 発 声 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 上 側 位 置 ま で 上 動 さ せ る 。 こ れ

に よ り 使 用 者 は 、 体 が 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 支 持 さ れ た 安 定 姿 勢 で 便 座 ４ ０ か ら 立 上 が る 。 し

か る 後 、 介 助 者 が 「 閉 」 と 発 声 し て 、 便 座 ４ ０ を 閉 姿 勢 に 変 姿 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 い で 、 介 助 者 が 「 後 進 」 と 発 声 し て 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ お よ び 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、

２ ４ Ｒ を 後 方 位 置 ま で 移 動 さ せ る 。 し か る 後 、 使 用 者 の 体 を 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 凭 せ か け た

ま ま の 状 態 で 、 使 用 者 の 足 を 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ か ら ト イ レ 床 面 １ ５ に 降 ろ し

、 さ ら に 、 使 用 者 に ズ ボ ン や 下 着 を 穿 か せ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 い で 、 車 椅 子 ２ を 座 板 １ ３ 上 に 載 せ て か ら 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ を 「 Ｏ Ｎ 」 側 に 切

10

20

30

40

50



(9) JP  5671667  B2  2015.2.18

り 換 え て 座 板 １ ３ を 前 傾 姿 勢 に 変 姿 さ せ る 。 し か る 後 、 介 助 者 が 「 下 」 と 発 声 し て 、 手 摺

り 部 材 ２ ３ を 下 側 位 置 ま で 下 動 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 は 、 上 肢 が 手 摺 り 部 ３ ４ に 支

持 さ れ た 状 態 で 中 腰 状 態 に な る が 、 該 中 腰 状 態 の 使 用 者 の 腰 を 支 持 し な が ら 、 前 傾 姿 勢 の

座 板 １ ３ 上 の 車 椅 子 ２ に 使 用 者 を 座 ら せ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 次 い で 、 座 板 用 ス イ ッ チ １ ９ ａ を 「 Ｏ Ｆ Ｆ 」 側 に 切 り 換 え て 座 板 １ ３ を 水 平 姿 勢 に 変 姿

さ せ る 。 し か る 後 、 車 椅 子 ２ を 走 行 さ せ て ト イ レ か ら 出 室 す る 。 こ の と き 、 座 板 １ ３ は 水

平 姿 勢 に 、 手 摺 り 部 材 ２ ３ は 後 方 位 置 で 且 つ 下 側 位 置 に 、 左 右 の 足 載 せ 台 ２ ４ Ｌ 、 ２ ４ Ｒ

は 後 方 位 置 に 、 便 座 ４ ０ は 閉 姿 勢 に な っ て お り 、 そ の ま ま 次 の 使 用 者 が 前 述 し た 手 順 で ト

イ レ を 使 用 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 叙 述 の 如 く 構 成 さ れ た 本 形 態 に お い て 、 ト イ レ に は 、 車 椅 子 ２ へ の 乗 り 降 り を 支 援 す る

た め の 乗 降 支 援 装 置 １ が 設 け ら れ て い る が 、 該 乗 降 支 援 装 置 １ は 、 車 椅 子 ２ が 搭 乗 で き る

広 さ を 有 す る 座 板 １ ３ を 用 い て 構 成 さ れ て い る と 共 に 、 該 座 板 １ ３ は 、 ト イ レ の 床 面 １ ５

と 同 レ ベ ル 高 さ の 水 平 姿 勢 と 、 前 端 側 が 床 面 １ ５ と 同 レ ベ ル 高 さ で 後 端 側 が 床 面 １ ５ よ り

も 高 位 に な る 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 自 在 に 床 面 １ ５ に 支 持 さ れ て い る 。 さ ら に 、 乗 降 支 援 装 置

１ に は 、 前 記 座 板 １ ３ を 水 平 姿 勢 と 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 さ せ る べ く 伸 縮 作 動 す る 第 一 エ ア シ

リ ン ダ １ ４ が 設 け ら れ て い る と 共 に 、 座 板 １ ３ の 前 部 に は 、 座 板 １ ３ の 前 傾 姿 勢 時 に 座 板

１ ３ 上 の 車 椅 子 ２ の 前 輪 ８ に 当 接 し て 車 椅 子 ２ の 前 方 へ の 移 動 を 規 制 す る ス ト ッ パ ２ ０ が

設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 而 し て 、 水 平 姿 勢 の 座 板 １ ３ に 車 椅 子 ２ を 搭 乗 さ せ 、 し か る 後 に 座 板 １ ３ を 前 傾 姿 勢 に

変 姿 さ せ る こ と で 、 該 座 板 １ ３ の 変 姿 と 共 に 車 椅 子 ２ も 前 傾 姿 勢 に な り 、 こ れ に よ り 、 車

椅 子 ２ の シ ー ト 部 ６ も 前 傾 姿 勢 に な っ て 、 車 椅 子 ２ に 乗 り 降 り し 易 く な る 。 こ の 結 果 、 介

助 者 が 使 用 者 の 腰 を 軽 く 支 持 す る だ け で 、 車 椅 子 ２ に 容 易 に 乗 り 降 り さ せ る こ と が で き る

こ と に な っ て 、 介 助 者 の 負 担 が 大 幅 に 軽 減 す る 。 或 い は 、 車 椅 子 ２ の 使 用 者 に あ る 程 度 の

体 力 が あ る 場 合 に は 、 介 助 者 が い な く て も 車 椅 子 ２ に 乗 降 で き る こ と に な る 。 し か も 、 こ

の 乗 降 支 援 装 置 １ は 、 車 椅 子 ２ 自 体 に 設 け る も の で は な く 、 種 々 の 車 椅 子 ２ に 利 用 す る こ

と が で き る も の で あ る か ら 、 汎 用 性 、 コ ス ト 的 に 優 れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 さ ら に こ の も の に お い て 、 座 板 １ ３ の 前 傾 姿 勢 時 に お け る ス ト ッ パ ２ ０ の 高 さ は 、 座 板

１ ３ 上 の 車 椅 子 ２ の フ ッ ト レ ス ト １ １ の 高 さ 位 置 よ り も 低 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。

こ れ に よ り 、 前 輪 ８ が ス ト ッ パ ２ ０ に 当 接 す る 前 に フ ッ ト レ ス ト １ １ が ス ト ッ パ ２ ０ に 当

た る こ と な く 、 而 し て 、 ス ト ッ パ ２ ０ に 前 輪 ８ が 確 実 に 当 接 し て 車 椅 子 ２ の 前 方 へ の 移 動

を 規 制 で き る と 共 に 、 前 輪 ８ が ス ト ッ パ ２ ０ に 当 接 し て い る 状 態 で フ ッ ト レ ス ト １ １ が ス

ト ッ パ ２ ０ の 前 方 に 位 置 す る こ と に な っ て 、 ス ト ッ パ ２ ０ が 車 椅 子 ２ に 乗 り 降 り す る 使 用

者 の 足 元 を 邪 魔 し て し ま う こ と を 回 避 で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 さ ら に 、 ト イ レ に は 、 ト イ レ の 使 用 を 介 助 す る た め の ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ が 設 け ら れ て

い る が 、 該 ト イ レ 用 介 助 装 置 ３ を 構 成 す る 手 摺 り 部 材 ２ ３ は 、 後 方 位 置 の と き に は 前 記 座

板 １ ３ の 前 方 に 位 置 し て い る と 共 に 、 該 後 方 位 置 に お い て 下 側 位 置 と 上 側 位 置 と に 上 下 動

自 在 に 構 成 さ れ て い る 。 而 し て 、 前 記 乗 降 支 援 装 置 １ を 利 用 し て 車 椅 子 ２ か ら 降 り る と き

に 、 下 側 位 置 の 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 上 肢 を か け る こ と で 、 安 定 し た 状 態 で 車 椅 子 ２ か ら 降 り

る こ と が で き る と 共 に 、 使 用 者 が 車 椅 子 ２ か ら 降 り た 後 に 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 上 側 位 置 ま で

上 動 さ せ る こ と で 、 使 用 者 を 容 易 に 立 上 が ら せ る こ と が で き る 。 ま た 、 車 椅 子 ２ に 乗 る

と き に は 、 上 側 位 置 の 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 上 肢 を か け た 状 態 で 手 摺 り 部 材 ２ ３ を 下 側 位 置 ま

で 下 動 さ せ る こ と に よ り 、 使 用 者 は 、 上 肢 が 手 摺 り 部 材 ２ ３ に 支 持 さ れ た 安 定 状 態 で 車 椅

子 ２ に 乗 り や す い 中 腰 状 態 に な る 。 こ の 結 果 、 車 椅 子 ２ へ の 乗 降 が さ ら に 容 易 に な っ て 、

車 椅 子 ２ へ の 乗 降 を 介 助 す る 介 助 者 の 負 担 を 確 実 に 軽 減 で き る 一 方 、 車 椅 子 ２ の 使 用 者 に

あ る 程 度 の 体 力 が あ る 場 合 に は 、 介 助 者 が い な く て も 車 椅 子 ２ に 容 易 に 乗 降 で き る こ と に
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な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 尚 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ っ て 、 上 記 実 施 の 形 態 で

は 、 ス ト ッ パ は 、 座 板 の 左 右 方 向 略 全 長 に 亘 る 状 態 で 設 け ら れ て い る が 、 座 板 の 左 右 両 側

部 に 左 右 一 対 の ス ト ッ パ を 設 け て 、 車 椅 子 の 左 右 の 前 輪 が そ れ ぞ れ 当 接 す る 構 成 に し て も

良 い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 ス ト ッ パ を 座 板 に 出 没 自 在 に 設 け 、 座 板 の 前 傾 姿 勢 時 に は ス ト ッ パ を 座 板 上 面 か

ら 突 出 さ せ る 一 方 、 水 平 姿 勢 時 に は ス ト ッ パ 上 面 と 座 板 上 面 と が 面 一 状 に な る よ う に 構 成

す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 ス ト ッ パ を 出 没 さ せ る 手 段 を 、 座 板 を 変 姿 さ せ る 駆 動 装 置

（ 第 一 エ ア シ リ ン ダ ） と は 別 に 設 け て も 良 い が 、 図 １ ３ に 示 す 第 二 の 実 施 の 形 態 の 如 く 、

第 一 エ ア シ リ ン ダ １ ４ の ピ ス ト ン ロ ッ ド １ ４ ｂ に リ ン ク ４ ６ を 介 し て ス ト ッ パ ４ ７ を 連 結

す る こ と で 、 座 板 １ ３ の 前 傾 姿 勢 と 水 平 姿 勢 と の 変 姿 に 連 繋 し て ス ト ッ パ ４ ７ を 出 没 さ せ

る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 そ し て 、 こ の 様 に ス ト ッ パ を 出 没 で き る 構 成 に す る こ と

に よ り 、 座 板 の 水 平 姿 勢 時 に お い て 、 ス ト ッ パ が 介 助 者 等 の 足 元 の 邪 魔 に な っ て し ま う こ

と を 確 実 に 回 避 で き る 。 尚 、 図 １ ３ に お い て 、 １ ５ は 床 面 、 １ ６ は 床 面 １ ５ に 形 成 さ れ た

凹 部 、 １ ７ は 座 板 １ ３ の 揺 動 支 軸 、 ４ ８ は ス ト ッ パ ４ ７ の 揺 動 支 軸 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 座 板 を 水 平 姿 勢 と 前 傾 姿 勢 と に 変 姿 さ せ る 駆 動 装 置 は 、

座 板 用 ス イ ッ チ の 操 作 に 基 づ い て 遠 隔 操 作 器 か ら 制 御 信 号 が 発 信 さ れ る こ と で 駆 動 す る 構

成 に な っ て い る が 、 介 護 者 或 い は 使 用 者 の 音 声 に 基 づ い て 駆 動 す る 構 成 に す る こ と も 勿 論

で き る 。 ま た 、 座 板 を 変 姿 さ せ る 駆 動 装 置 と し て は 、 エ ア シ リ ン ダ に 限 定 さ れ る こ と な く

、 例 え ば 、 油 圧 シ リ ン ダ や モ ー タ 等 を 用 い る こ と も で き る 。 さ ら に ま た 、 上 記 実 施 の 形 態

で は 、 座 板 の 前 方 に 配 設 さ れ る 上 下 動 自 在 な 手 摺 り 部 材 と し て 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 を 構 成

す る 手 摺 り 部 材 を そ の ま ま 用 い た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 ト イ レ 用 介 助 装 置 と は

別 個 の 手 摺 り 部 材 を 設 け て も 良 い 。 さ ら に 、 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 乗 降 支 援 装 置 を ト イ レ

に 設 置 し た が 、 ト イ レ 以 外 の 場 所 、 例 え ば 浴 室 や 脱 衣 所 等 に 設 置 す る こ と も 勿 論 で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 本 発 明 は 、 老 人 や 身 体 障 害 者 等 が 車 椅 子 に 乗 り 降 り す る と き に 、 該 車 椅 子 へ の 乗 り 降 り

を 支 援 す る た め の 乗 降 支 援 装 置 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 １ 　 乗 降 支 援 装 置

　 ２ 　 車 椅 子

　 ８ 　 前 輪

　 １ １ 　 フ ッ ト レ ス ト

　 １ ３ 　 座 板

　 １ ４ 　 第 一 エ ア シ リ ン ダ

　 １ ５ 　 床 面

　 ２ ０ 　 ス ト ッ パ

　 ２ ３ 　 手 摺 り 部 材

　 ３ ２ Ｌ 、 ３ ２ Ｒ 　 左 右 の 第 二 エ ア シ リ ン ダ

　 ４ ７ 　 ス ト ッ パ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ ３ 】



(15) JP  5671667  B2  2015.2.18

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(56)参考文献　特開２０１０－２０７４９７（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　実開平０７－００８３３０（ＪＰ，Ｕ）　　　

　　　　　　　特開２０１０－２４６７９２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ａ６１Ｇ　　　５／００　　　　

　　　　　　　Ａ６１Ｇ　　　５／０２　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

